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本研究は, 社会科授業の開発と分析を通して, ｢社会科固有の読解力｣ とは何かを解明しようとするものである｡ 本研究
を始めるにあたり, ｢社会科固有の読解力｣ について, 次の仮説を立てている｡
(１) 社会科固有の読解力は, 対象に即した科学的理論をベースにして形成される｡
(２) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験・表現活動ではなく, 分析的な探究活動を通して形成される｡
(３) 社会科固有の読解力により形成される認識は, 主観的知識の増殖ではなく, 客観的知識の成長である｡
上記の仮説に基づき, 第三年次となる今年度は, 第５学年単元 ｢わたしたちのくらしと情報｣ の開発・実践を行った｡ 社
会科における読解力形成について, 新聞を取り上げ新聞の読み解きを中心に, 単元の中核となる本時の授業と振り返りシー
トのポートフォリオ的評価の分析に力点を置いた｡
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成と実践分析｣ として進めている｡ 昨年度は, 小学校第
















テキストを理解し, 利用し, 熟考する能力であり, 情報



























































して, 全国各地の地方紙 (45社) を準備する｡ 一人が一
紙ずつ選び, 読み取りを行う｡ 新聞は, 北は北海道から
南は沖縄まで発行元はばらばらで, 同じものは一つもな
い｡ 中には, 新聞の名前からはどこで発行されているの








































深化させていく｡ さらに, 最後のテーマ ｢情報交流をし

















2.2.2 単元計画 (全11時間) 次頁参照｡
2.3 授業の実際
2.3.1 第一次 ｢情報とは？｣ (３時間)
ここでは, ｢情報｣ というキーワードをもとに, 知っ
ている事や疑問に思ったことを出し, 話し合った｡ 子ど
もからは日常生活の中で ｢情報｣ の具体として, ｢日々
の事件やニュース｣ ｢明日の天気｣ ｢今の流行｣ など幅広
く出された｡ そして, それらの情報を得るために活用す





新聞は豊富な ｢情報量｣, ｢保存性 (記録)｣ という点が
メリットとしてあがった｡ 逆にデメリットとしては,
｢速報性｣ に欠ける新聞, 情報の ｢信憑性｣ にかけるイ
ンターネットというものがあがった (資料１参照)｡
そして, これらをもとに, 豊富な ｢情報｣ の中から必
要な情報を選び読み取ることを目指して, 第２テーマ
｢情報を読み解こう｣ に向かった｡
























○…１時間 ◎…２時間2.2.2 単元計画 (全11時間)
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社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析(Ⅲ) 
資料３ 2010年12月27日 全国の地方紙が伝えた一面記事
新聞社名 トップ記事の内容 カテゴリー
１ 千歳民報 ＲＢＰ中期経営計画まとめる 地域
２ 北海道新聞 漁業４社ロシアに裏金 地域
３ 十勝毎日新聞 山林売却を検討３割 地域
４ 苫小牧民報社 特産品で商品開発 地域
５ 河北新報 内閣不支持67％ 政治
６ 東奥日報 開業対応に温度差 地域
７ 岩手日報社 内閣不支持67％ 政治
８ 岩手日日新聞 一関学院 力走13位 スポーツ
９ 福島民報社 豪雪300台一夜明かす 地域
10 山形新聞 内閣不支持67％ 政治
11 秋田魁新報 内閣不支持67％ 政治
12 下野新聞 内閣不支持67％ 政治
13 神奈川新聞社 内閣不支持67％ 政治
14 新潟日報社 内閣不支持67％ 政治
15 北日本新聞 小沢氏離党勧告 政治
16 福井新聞 内閣不支持67％ 政治
17 富山新聞 小沢氏離党勧告 政治
18 北國新聞 小沢氏離党勧告 政治
19 山梨日日新聞 検察一転４分の１を起訴 その他
20 静岡新聞 小沢氏離党勧告 政治
21 岐阜新聞 内閣不支持67％ 政治
22 中日新聞 市議会解散６割賛成 政治 (地方)
23 伊勢新聞 知事選 政治 (地方)
24 奈良新聞 県予算要求4722億円 政治 (地方)
25 京都新聞 内閣不支持67％ 政治
26 日本海新聞 内閣不支持67％ 政治
27 山陰中央新報 ４分の１一転 ｢起訴｣ その他
28 島根日日新聞 自転車で茶のまち巡り 地域
29 山陽新聞 興譲館Ｖ スポーツ
30 中国新聞 内閣不支持67％ 政治
31 宇部日報 第九でハッピーエンド2010 地域
32 山口新聞 内閣不支持67％ 政治
33 愛媛新聞 内閣不支持67％ 政治
34 徳島新聞 小沢氏離党勧告 政治
35 四国新聞 内閣不支持67％ 政治
36 高知新聞 小沢氏離党勧告 政治
37 西日本新聞 韓国機､ 滑走路に誤進入 地域
38 長崎新聞 内閣不支持67％ 政治
39 佐賀新聞 内閣不支持67％ 政治
40 宮崎日日新聞 新知事に河野氏 政治 (地方)
41 熊本日日新聞 一転起訴４分の１ その他
42 南日本新聞 鹿実 全国制す スポーツ
43 南海日日新聞 歳末大売り出し､ 目標達成 地域
44 琉球新報 ４分の１一転 ｢起訴｣ その他
45 神戸新聞 内閣不支持67％ 政治
資料４ 岩手日日新聞のデスクからの回答
兵庫教育大学附属小 ５年１組様 岩手日日新聞社報道部次長 小岩 聖二
１面トップ記事のあり方について
新聞を通じた学習に, 岩手日日を活用いただき感激しています｡ さて, 疑問のあった点について, 新聞社としての
見解を述べさせていただきます｡ 新聞社は, 大きく分けて全国紙と県紙, 地方紙に大別されます｡ 私共の岩手日日は,
このうちの地方紙に該当し, 四国４県に匹敵するといわれる広い岩手県の中にあって, 主に県南地方を中心に新聞を
発行しています｡ ｢岩手日日｣ (一関・両磐地方) と ｢たんこう｣ (但江地方), ｢きたかみ｣ (北上・西和賀地方), ｢は
なまき｣ (花巻地方) の４ブロックに分け, それぞれ異なる新聞 (一部内容共通) を発行しています｡ 地方紙の特色
は, 住民の視点に立った地方色豊かなニュースにあると思います｡
毎日の新聞発行にあたり, ４紙それぞれの１面トップは地方の出来事を優先し, 住民の生活に役立つ紙面づくりに
日々努力しています｡ とはいえ, 県内の出来事, 国内外の出来事を無視しているわけではありません｡ 通常は, ２ペー
ジに県内版, ３ページに国内版を配し, 他紙に劣らない内容を読者に提供しています｡ なお, 地元選出の小沢一郎民
主党元代表に関する重大事案などが発生した場合には, １面トップ扱いとし, 社会面にも関連記事を展開していくこ











続いて, ｢一面トップ記事｣ に着目した｡ 一面にのる
記事は, 世間の関心事や読者 (購読者) が注目している
出来事である｡ その中でも, 題字横 (紙面右上) に書か
れた記事は ｢一面トップ記事｣ と呼ばれ, その日の新聞
の顔ともいえる｡ 子どもたちに配布した新聞は同日
(2010年12月27日) の朝刊であった｡ しかしながら一面


































































過去最高順位｡ 第６, ７回大会の花巻東 (21, 27位)
に次ぎ, 県勢として過去３番目の好成績となった｡


















2.3.3 第三次 ｢情報を交流しよう｣ (２時間)
今までの学習をもとに, 一人一人が地方ならではの独
特の記事を選び, 選んだ理由や読んで感じたことを書き
出し, 意見交流会を行った｡ 子どもたちからは, 掲載さ
れた記事が, 地元に住む人々にとって関心あることであ
り, 注目度が高く ｢価値ある情報｣ であることを理解す
ることができた｡
















るのか, ③新聞の特徴 (紙面構成を含む) である｡ 本時
は, ②のニュースとは何か, 何が話題となるのかから③






















れながら, 紙面構成が決定されている｡ また, 地方紙で








資料５ ニュース (2010年12月７日の新聞記事１面) の話題性の分類
も, 複数県にまたがって発行するブロック紙と県内で発
行する県紙では, トップ記事の内容も変わってくる｡ こ
こでは, ｢地域性｣ という概念も変わってくる｡ これは,






































シートは, ①学習を振り返って, ② ｢新聞｣ ってどんな
もの？について, 授業時間内に5～10分程度を確保して






る｡ そして, 社会科固有の読解力成長の方法である, 情
報の収集, 情報の解釈, 推論の省察の三つの段階に分類
し(表１), その形成結果の質を検討する｡




































①新聞というのはいろいろな種類があるけど, ｢20811号｣ という号数や ｢40593号｣ というのもあったから,
けっこう新聞にも歴史があるんだなあと思いました｡ 新聞について, いろいろなことを知りたいです｡








































は一体何かの読解) である｡ 前者は現象 (事実) 認識に























地方によって, 新聞の内容がちがうのがおもしろいと思いました｡ ②新聞というのは, 昔からつづくテレ
ビとはちがった情報を伝えるものなんだと思います｡





２月２日 ①今日の学習で, 新聞の書き方がよく分かりました｡ 新聞はいつ見ても字が小さいから文の量が多いとあま
り感じなかったけど, ノートに書いてみるとけっこうあるんだなあと思いました｡





①私が情報について思ったことは２つあります｡ １つめは, 情報と人間のくらしです｡ 考えてみると, 人間
は毎日いろいろな情報を読み取って生活していて, でも, その読み取り方, 読み取る方法もたくさんある
んだと改めて思いました｡ それぞれの情報を読み取る道具もそれぞれのメリット・デメリットがあり, そ
して, そのいろいろな道具から情報を得ることで人間の生活やくらしがしっかりと成り立っていることが
わかりました｡ ２つめは情報の大切さです｡ １つめにも書いたように, インターネット, テレビ, 新聞,
雑誌や最近ではワンセグ (けいたい電話) でも情報を得られるようになりました｡ しかし, ｢情報｣ を人々
に伝えるというのはテレビなどではたくさんの時間がかかります｡ けど, 日本は地震大国や火山大国でも
あるから, 日本人にとって ｢情報｣ はとても大切なものと言うことが分かりました｡

























































































は, 96年に基金を発足させ, 事業を ｢新聞
提供事業｣ と ｢研究・事業｣ に分け積極的に推進
し, 98年３月２日新たに設立された日本新聞教育文化






・ 『ようこそ ｢新聞｣ へ』 日本新聞教育文化財団, 2007
年｡
(2011.８.16受稿, 2011.11.28受理)
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